
護岸（改良）護岸（改良）

計画延長　Ｌ＝ 315.2 ｍ計画延長　Ｌ＝ 315.2 ｍ

～長年の懸案課題の解決に地域ぐるみで～～長年の懸案課題の解決に地域ぐるみで～

““高波高波”” から野塚地区の建物 ・ 土地を守ろう から野塚地区の建物 ・ 土地を守ろう ！！

－野塚海岸護岸老朽化対策事業計画の実現近づく－－野塚海岸護岸老朽化対策事業計画の実現近づく－

　
野
塚
町
市
街
地
の
国
道
と
道

道
が
交
わ
る
交
差
点
か
ら
、
日

司
方
面
へ
積
丹
川
（
積
丹
大
橋
）

ま
で
の
道
道
野
塚
婦
美
線
沿
い

の
海
側
に
、
北
海
道
が
昭
和
40

年
代
に
建
設
し
た
３
１
６
ｍ
の

海
岸
保
全
施
設
（
コ
ン
ク
リ
ー

ト
海
岸
護
岸
）
の
老
朽
化
と
損

傷
が
進
ん
で
い
ま
す
。

海
岸
護
岸
の
背
後
に
は
、
住

宅
や
商
店
、
倉
庫
な
ど
が
建

ち
並
ん
で
い
ま
す
が
、
近
年

の
気
象
変
動
に
よ
り
来
襲
す

る
波
の
高
さ
も
高
ま
っ
て
お

り
、
高
波
か
ら
建
物
や
土
地

を
守
る
対
策
の
実
現
と
早
期

完
成
が
、
長
年
に
わ
た
り
地

域
の
重
要
な
課
題
の
一
つ
と

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
野
塚
町
内
会
の

自
主
防
災
組
織
に
よ
る
住
民

の
自
主
的
な
避
難
訓
練
活
動

の
背
景
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
そ
う
し
た
地
域

ぐ
る
み
の
防
災
活
動
の
高
ま

り
を
バ
ネ
に
、
海
岸
管
理
者

の
北
海
道
（
小
樽
建
設
管
理

部
）
へ
同
海
岸
護
岸
の
改
良

日司方面日司方面

余別方面余別方面

事
業
計
画
と
予
算
付
け
の
要

望
運
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
１
年
で
も
早
い
着
工

の
願
い
は
、
明
令
和
３
年
度

か
ら
複
数
年
度
の
継
続
事
業

と
し
て
実
施
す
る
方
向
で
、

今
、
計
画
の
最
終
的
な
調
整

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
地
区
の
海
象
状
況
や
工

事
の
騒
音
・
振
動
の
抑
制
な

ど
、
検
討
中
の
工
事
施
工
計

画
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
ら
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
住
民
説
明
会

開
催
の
難
し
さ
等
も
考
慮
し

て
、
全
体
事
業
計
画
の
内
容

を
野
塚
地
区
の
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
工
事
の
早
期
完
成

と
円
滑
な
施
工
に
は
、
工
事

区
域
に
隣
接
す
る
建
物
や
土

地
の
所
有
者
・
管
理
者
の
皆

さ
ん
や
、
野
塚
地
区
の
皆
さ

ん
の
地
域
ぐ
る
み
で
の
、
長

年
の
地
域
の
懸
案
課
題
の
早

期
解
決
に
向
け
た
ご
理
解
と

ご
協
力
が
何
よ
り
も
大
切
で

す
。

　

地
域
を
あ
げ
て
計
画
を
実

現
し
ま
し
ょ
う
！

ー
写
真
右
上:

怖
い
高
波
（
他
地
区
）
ー
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て
良
か
っ
た
。」、
「
子
供
達
も
心

肺
蘇
生
法
に
興
味
を
持
っ
た
よ
う

で
、
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し

た
。」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

「
園
児
の
身
近
な
危
険
」
を
学
ぶ

園
児
へ
の
、
室
内
・
屋
外
の
危

険
な
場
所
等
に
つ
い
て
の
講
話
で

は
、
イ
ラ
ス
ト
を
使
用
し
た
〇
×

ク
イ
ズ
を
行
い
、
イ
ラ
ス
ト
の
中

に
隠
れ
て
い
る

危
険
な
事

を
た

く
さ
ん
答
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

園
児
か
ら
は
、
様
々
な
回
答
が

あ
り
、
大
人
が
思
い
つ
か
な
い
よ

う
な
答
え
も
あ
り
ま
し
た
。
講
習

会
後
に
は
、
園
児
た
ち
か
ら
素
敵

な
イ
ラ
ス
ト
が
描
か
れ
た
お
礼
文

を
届
け
て
頂
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
町
民
の
安
心
・
安
全
を

守
る
講
習
会
を
開
催
し
て
い
き
ま

す
。

　

積
丹
支
署
で
は
、
防
災
講
習
や

消
火
器
体
験
、
救
命
講
習
な
ど
に

上下水道使用料金上下水道使用料金のの「基本料金」「基本料金」がが引上げられます！引上げられます！

上下水道事業特別会計の収支改善と上下水道事業の安定的な運営を続けるため、４月

納入分から、「基本料金」が引上げられます。（－平成 30 年５月条例改正－）

３月 25 日検針分（４月 30 日納期限分）から

【問合わせ先】役場建設課：TEL ４４－３３８３

用　途
基 本 料 金

水　量 現行料金 改定料金

一般用 ８ｍ まで 2,200円 2,420円

営業・団体用 16ｍ まで 4,400円 4,840円

農業用 24ｍ まで 3,960円 4,350円

3

3

3

【水 道 使 用 料】【水 道 使 用 料】

基 本 料 金

水　量 現行料金 改定料金

８ｍ まで 1,650円 1,870円

16ｍ まで 3,300円 3,740円

3

3

【下 水 道 使 用 料】【下 水 道 使 用 料】

（消費税込）

（消費税込）

上下水道使用料金は、安全安心な「水道水の安定供給」と「下水の適正な衛生処理」

を支える町の大切な財源です。町民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

あ北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

び
く
に
保
育
所
「
応
急
救
護
講
座
」
！

び
く
に
保
育
所
「
応
急
救
護
講
座
」
！

緊
急
時
に
向
け
て
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
」

１
月
28
日
、
び
く
に
保
育
所
の

先
生
と
園
児
に
向
け
た
「
応
急
救

護
講
座
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

先
生
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
で
は
、
操

作
方
法
の
確
認
や
実
技
講
習
を
実

施
し
ま
し
た
。
先
生
方
の
一
生
懸

命
取
り
組
ん
で
い
る
姿
を
園
児
た

ち
が
真
剣
な
眼
差
し
で
見
学
し
て

い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
受
講

し
た
先
生
か
ら
は
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

い
方
や
注
意
事
項
を
再
確
認
出
来

職
員
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で

ご
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▲ＡＥＤ講習の様子

▲真剣な様子で学ぶ園児達

”

”

〔来岸、野塚、日司、入舸、美国団地〕

　【
問
合
わ
せ
先
】

　
北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

℡
44
ー
２
３
５
２
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【問合わせ先】余市警察署 TEL0135 － 22 － 0110

－余市警察署通信－－余市警察署通信－
◆落氷雪による事故の防止◆

●適切な時期の氷雪下ろし

・屋根からの氷雪落下による事故が発生！

・氷雪が屋根からせり出している軒下などは、危険です。

●複数による安全を確保した氷雪下ろし

・屋根の氷雪下ろし中に、はしごや屋根から転落する事故も

発生！

・作業するときは、補助者を置くなど複数で行うとともに、

命綱や安全帯を装着するなど万全の措置を講じ、自身の安全

を確保しましょう。

●除雪機による作業中の安全確保

・ 除雪機による除雪作業中、衣類を巻き込まれる、下敷きに

なるなどの事故も発生！

・ 除雪作業時は、作業に適した服装を着用、エンジンを掛け

たまま雪詰まりを取り除くなどの作業は絶対にやめましょ

う。

【問合わせ先】

〒 047-0007　　　　

小樽市港町 5番 2号

小樽海上保安部
（管理課）

TEL 0134-27-6118

小樽海上保安部便り  小樽海上保安部便り  Ｎ o.10Ｎ o.10 海の 「もしも」 は海の 「もしも」 は

１１８番１１８番

～令和２年の後志・石狩の事件送致について ～令和２年の後志・石狩の事件送致について ～～
小樽海上保安部では、令和 2 年に海上犯罪

１１６件を検察庁へ送致しました。

　令和２年の特徴としては、海水浴を装うなど

した非漁民による密漁、うに、あわび、なまこ

等の高級水産物を狙った密漁も依然として横行

しており、送致した事件全体の約 47％を漁業関

係法令違反が占めています。

　また、なまこ等を狙った暴力団関係者等によ

る潜水器密漁事件は、その手口が年々悪質巧妙

化しています。

　将来にわたる地域の水産資源保護のために

も、関係機関と協力し、今後とも事犯の摘発に

努めることとしております。

　後志地方で密漁行為を見たり、密漁の情報を

聞いたりした場合は、１１８番又は小樽海上保

安部へまでご連絡ください。

●●採用予定採用予定

男性Ａ区分：　125 名程度男性Ａ区分：　125 名程度

　女性Ａ区分：　 40 名程度　女性Ａ区分：　 40 名程度

　男性Ｂ区分：　 40 名程度　男性Ｂ区分：　 40 名程度

　女性Ｂ区分：　 15 名程度　女性Ｂ区分：　 15 名程度

●●受付期間受付期間

　３月１日（月）から　３月１日（月）から

　４月２日（金）まで　４月２日（金）まで

　第１次試験第１次試験　５月９日（日）　５月９日（日）

　第２次試験第２次試験　６月中旬から６月下旬　６月中旬から６月下旬

▶
潜
水
器
密
漁
で
押
収
し
た

証
拠
品

～海上保安官・海上保安学校学生募集～～
海上保安庁では、令和４年４月採用の海上保安官

（大卒課程）、及び令和３年 10 月採用の海上保安学

校学生（特別）を募集します。

◆試験日程

海上保安官
（大卒課程）

海上保安学校
（特別）

受験案内 掲示、配布

受付

期間

インターネット
３月26日（金）から

４月７日（水）まで

３月26日（金）から

４月２日（金）まで

郵送・持参
３月26日（金）から

３月29日（月）まで

３月26日（金）から

３月29日（月）まで

１次試験 ６月６日（日） ５月16日（日）

◆申込方法及び受験資格等
申込方法、受験資格等は下記のＨＰをご覧ください。

　海上保安庁ＨＰ

https://www.kaiho.mlit.go.jp/recruitment/

▲海上保安学校学生寮の様子
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